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日
蓮
宗
寺
院
所
蔵
仏
像
の
銘
文

―
山
梨
県
富
士
川
町
善
国
寺・

京
都
市
頂
妙
寺・

南
ア
ル
プ
ス
市
妙
了
寺

―

寺　
　
　

尾　
　
　

英　
　
　

智

　

身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
の
仏
像
制
作
修
復
室
で
は
、
所
蔵
者
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
仏
像
や
厨
子
、
建
築
彫
刻
な
ど
の
修
理
を
行
っ

て
い
る
。
修
理
す
る
過
程
に
お
い
て
、
様
々
な
銘
文
が
見
出
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
銘
文
は
、
当
該
の
仏
像
や
厨
子
、
彫
刻
の

造
立
や
修
理
の
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
寺
院
や
教
団
、
更
に
地
域
の
歴
史
を
究
明
す
る
上
に
お
い
て
も
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
仏
像
制
作
修
復
室
に
お
け
る
修
理
に
よ
り
見
出
さ
れ
た
銘
文
の
中
か
ら
、
日
蓮
宗
寺
院
所
蔵
の
仏
像
に
つ
い
て
報
告
者
が

実
査
し
た
も
の
を
提
示
し
た
い
。
な
お
、
銘
文
を
掲
出
し
た
諸
像
は
、
全
て
寄
木
造
で
あ
る
。

一
　
日
蓮
聖
人
坐
像　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町　

善
国
寺
所
蔵

〈
像
内
背
面・

墨
書
〉

寛
永
十
一
年
甲戌

二
月
吉
日

　

七
条
大
佛
師

　
　

身
延
山
ニ
而
少
弐
作
也

　
　

南
無
妙
法
蓮
華

東
洋
文
化
研
究
所
所
報
第
二
十
号　

平
成
二
十
八
年
四
月



日
蓮
宗
寺
院
所
蔵
仏
像
の
銘
文
（
寺　

尾
）
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經

ﾝ （
異
筆
）

「　
　

宝
永
二
年
乙酉

八
月
吉
日

　
　

京
都

　
　
　

松
原
新
町
東
へ
入
町

　
　
　
　

末
家
川
嶋
太
左
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
い
く
也
」

〈
像
内
前
面・

墨
書
〉

南
無
妙
法
蓮
華

　

寛
永
十
一
年
ニ　

經

　
　

七
条
大
佛
師

　
　
　
　

少
貳
作
也

「ﾝ （
異
筆
）

　
　

宝
永
二
年
酉
ノ
八
月
吉
日
ニ

　

南
無
妙
法
蓮
華
經　
　
　

さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
也
」

〈
頭
部
内
前
面・

墨
書
〉



日
蓮
宗
寺
院
所
蔵
仏
像
の
銘
文
（
寺　

尾
）
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寛
永
十
一
年
甲戌

　
　
　
　
　

身
延
山
ニ
テ

　
　
　
　
　

七
條
大
佛
師

　
　
　
　
　
　
　

少
貳
作
是
ヲ

　
　
　
　
　

二
月
吉
日

〈
頭
部
内
背
面・

墨
書
〉

南
無
妙
法
蓮
華
經

〈
像
底・

朱
書
〉

寛
永
十
一
甲□

年	

┊
（
以
下
欠
失
）

	

┊

　
　
　

□
佛
師	

┊

	

┊

□
月
吉
□
身
延	

┊

〈
持
経・

墨
書
〉

妙
法
蓮
華
經
如
来
壽
量
品
第
十
六

毎
自
作
是
念
以
何
令
衆
生

得
入
无
上
道
速
成
就
佛
身

宗
祖
大
菩
薩
御
手
入

　

嘉
永
三
庚
戌
八
月
日



日
蓮
宗
寺
院
所
蔵
仏
像
の
銘
文
（
寺　

尾
）
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遠
隆
院
日
雄

　
　
　
　
　
　
　

敬
拝

　

本
像
は
、
僧
綱
衣
に
七
条
袈
裟
を
着
し
て
坐
し
、
経
巻
を
両
手
で
広
げ
持
つ
、
読
経
像
で
あ
る（
１
）。

作
者
で
あ
る
七
条
大
仏
師
少
弐
は
、

南
ア
ル
プ
ス
市
経
石
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
日
蓮
聖
人
坐
像
の
作
者
七
条
大
仏
師
少
弐
康
與
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（
２
）。

本
像
に
は

身
延
山
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
京
都
の
仏
師
が
地
方
へ
下
向
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
注
意

さ
れ
る
。

　

本
像
を
所
蔵
す
る
善
国
寺
は
、
身
延
山
久
遠
寺
の
末
寺
で
あ
る
。
造
立
の
銘
文
に
は
、
本
像
の
安
置
や
、
施
主
に
関
す
る
記
述
は
見
ら

れ
な
い
。

　

像
内
銘
文
に
よ
れ
ば
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）、
持
経
の
銘
文
に
よ
れ
ば
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
と
、
二
度
の
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
す
る
。
持
経
の
銘
文
を
記
し
た
遠
隆
院
日
雄
は
、
善
国
寺
二
十
八
世
住
持（
３
）で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
蓮
聖
人
坐
像
は
、
僧
綱
衣・

七
条
袈
裟
に
横
被
を
着
す
場
合
が
通
例
で
あ
る
が
、
本
像
で
は
横
被
を
着
さ
な
い
。
こ
の

様
に
日
蓮
聖
人
像
に
お
け
る
七
条
袈
裟
で
横
被
を
着
さ
な
い
と
い
う
服
制
は
、
同
時
代
の
京
仏
師
の
作
に
類
例
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
管

見
の
諸
像
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

所　

蔵	

型
式	

仏　

師	
年　

代

　

①
増
穂
町
善
国
寺	

読
経
像	

七
条
大
仏
師
少
弐	

寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）

　

②
身
延
町
積
善
坊	

読
経
像	

七
条
大
仏
師
少
弐
康
典（
與
カ
）

	

寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）（
４
）



日
蓮
宗
寺
院
所
蔵
仏
像
の
銘
文
（
寺　

尾
）
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③
南
ア
ル
プ
ス
市
経
石
寺	

説
法
像	

七
条
大
仏
師
少
弐
康
与	

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）

　

④
鴨
川
市
誕
生
寺	

説
法
像	

七
条
大
仏
師
大
蔵
卿
音
湛	

慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）（
５
）

　

⑤
南
ア
ル
プ
ス
市
妙
経
寺	

読
経
像	

七
条
大
仏
師
康
英	

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）（
６
）

　

⑥
身
延
山
奥
之
院	

読
経
像	

大
仏
師
康
与	

（
未
詳
）（
７
）

　

同
様
の
服
制
を
と
る
日
蓮
聖
人
坐
像
で
は
、
千
葉
県
多
古
町
日
本
寺
所
蔵
像
（
読
経
像
）
が
南
北
朝
時
代
、
十
四
世
紀
の
作
で
あ
り（
８
）、

早
い
事
例
で
あ
る
。
絵
画
で
は
、
市
川
市
浄
光
院
所
蔵
日
蓮
聖
人
画
像
が
鎌
倉
時
代
の
作
で
あ
り
、
最
も
早
い
事
例
と
な
る
。
日
蓮
聖
人

像
の
像
容
に
つ
い
て
は
、
絵
画
を
含
め
て
改
め
て
検
討
の
必
要
が
あ
ろ
う（
９
）。

　

な
お
、
積
善
坊
所
蔵
像
の
銘
文
は
「
七
條
／
大
佛
師
／
少
貳
康
典
之
」
と
判
読
さ
れ
て
い
る
が
、「
典
」
は
字
形
が
類
似
し
た
「
與

（
与
）」
を
誤
読
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
康
与
は
、
七
条
大
仏
師
二
十
一
代
康
正
の
弟
子
の
康
与
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
（
（1
（

。

二
　
日
祝
上
人
坐
像　
京
都
市
左
京
区　

頂
妙
寺
所
蔵

〈
頭
部
内
後
面・

墨
書
〉

　
　
　

康
住
法
印

　
　
　
　
　
　

子
少
納
言

七
条
大
佛
師

　
　
　
　
　

康
厳
作

　

慶
長
拾
年
六
月
吉
日

〈
像
底
底
板・

朱
書
〉



日
蓮
宗
寺
院
所
蔵
仏
像
の
銘
文
（
寺　

尾
）
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七
条
大
佛
師

　
　

康
厳
作

〈
台
座
上
畳
裏・

墨
書
銘
〉

文
化
四
卯
歳
四
月
八
日

再
建
之

　
　

願
主
堂
守

　
　
　

一
要
日
経

　

三
十
二
世

　
　

日
近
御
代

○
像
内
納
入
銘
札　

一
枚

〈
表・

墨
書
銘
〉

　
　
　

昭
和
廿
四
己
丑
年
十
月
十
二
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
開
山
妙
國
院
日
祝
上
人
報
恩
謝
徳

　
　
　
　
　
　
　

聞
法
山
第
五
十
三
世
妙
光
院ﾝ

六
十
六
才

　

日
澄
（
花
押
）

〈
裏・

墨
書
銘
〉

慶
長
十
年
乙
巳
六
月
吉
日
七
條
大
佛
師
康
住
法
印
子　

妙
光
院

少
納
言
康
嚴
大
佛
師
謹
刻
文
化
四
年
丁
卯
四
月
八
日　
　
　

日
澄



日
蓮
宗
寺
院
所
蔵
仏
像
の
銘
文
（
寺　
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当
山
第
卅
二
世
了
光
院
日
近
上
人
御
代
天
明
大
火
後
十
四
年　

拝
記

祖
堂
再
建
安
置　

願
主
堂
守
一
要
日
経
大
徳
也

昭
和
廿
四
年
己
丑
十
月
十
二
日
京
都
大
佛
師
第
三
世

倉
橋
成
典

四
十
四
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奉
修
覆
之

　

日
祝
（
一
四
三
七
―
一
五
一
三
）
は
京
都
頂
妙
寺
の
開
山
で
あ
り
、
本
像
は
開
山
や
歴
祖
な
ど
の
高
僧
像
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
（1
（

。

本
像
は
、
僧
綱
衣
に
七
条
袈
裟・
横
被
を
着
し
て
坐
し
、
右
手
に
檜
扇
、
左
手
に
経
巻
を
持
つ
、
説
法
像
で
あ
る
。
像
底
の
銘
文
が
記
さ

れ
た
底
板
は
後
補
材
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
銘
文
も
後
銘
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

作
者
の
康
厳
に
つ
い
て
は
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
の
福
岡
市
東
光
院
所
蔵
薬
師
如
来
坐
像
を
は
じ
め
、
慶
長
年
間
の
活
動
が
知
ら

れ
る
（
（1
（

。

三
　
七
面
大
明
神
倚
像　
南
ア
ル
プ
ス
市
上
市
之
瀬　

妙
了
寺
所
蔵

〈
像
底・

墨
書
銘
〉

妙
了　
　
　

十
五
世

　
　

中
道
院

　
　
　
　

日
秀
（
花
押
）

佛
師
［



日
蓮
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仏
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○
像
内
納
入
経　

一
巻

ﾝ （
表
紙
題
箋
）

「
大
乗
妙
典
□
」

奉
造
立

七
面
太
明
神
一
体

奉
祈
誦

惣
持
品
［

祈
誓
頌
［

国
家
安
□

佛
法
流
布

當
寺
繁
栄

衆
檀
長
［

寺
内
永
［

無
火
災
難
［

堂
宇
建
立
［

任
意
祈
［

自
他
［ （

全カ
）



日
蓮
宗
寺
院
所
蔵
仏
像
の
銘
文
（
寺　

尾
）
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悉
地
成
［

仰
願
者
冥
［

利
有
信
無
信
共

期
佛
恵
［

元
禄
五
壬

　
申
［

十
月
十
五
［

高
峯
山
妙
了
寺

第
十
□（

五
）［

　

中
□（

道
）［

　
　
　
　

日
［

衆
生
無
邊
誓
［

（
以
下
、
未
開
披
に
つ
き
未
詳
）

ﾝ （
包
紙
）

「
奉
□

　
　
　

一
部
一
巻
」

　

七
面
大
明
神
は
、
日
蓮
宗
独
特
の
守
護
神
で
あ
る
（
（1
（

。
七
面
天
女
と
も
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
像
容
は
天
女
形
で
、
右
手
に
鍵
を
左
手
に
宝

珠
を
持
つ
。
本
像
に
銘
文
を
記
し
た
日
秀
は
中
道
院
と
号
し
、
妙
了
寺
十
五
世
住
持
（
（1
（

で
あ
る
。
像
底
の
銘
文
は
彩
色
の
上
に
墨
書
さ
れ
て
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寺
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所
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仏
像
の
銘
文
（
寺　
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い
る
が
、
彩
色
の
剥
落
に
よ
り
一
部
が
欠
失
し
て
い
る
。
像
内
納
入
経
（
縦
六・

九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
は
料
紙
の
一
部
が
欠
失
し
て
お

り
、
ま
た
経
文
の
本
文
部
分
は
水
損
の
た
め
に
開
披
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
（
（1
（

。

　

七
面
大
明
神
像
は
、
倚
像
が
主
流
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
（1
（

。
そ
の
他
に
も
立
像
、
半
跏
像
、
坐
像
の
三
型
式
が
知
ら
れ
る
が
、
作

例
の
集
成
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
参
考
の
た
め
、
妙
了
寺
像
の
制
作
年
代
で
あ
る
元
禄
を
含
め
江
戸
中
期
に
至
る
像
に
つ
い
て
、

管
見
に
入
っ
た
も
の
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

　

型　

式　
　
　

所　

蔵　
 　

　
　
　
　
　

年　

代

　

立　

像　

京
都
市
右
京
区
三
寶
寺　
　

中
正
院
日
護
作
（
一
五
八
〇
―
一
六
四
九
）（
（1
（

　
　
　
　
　

宇
陀
市
妙
福
寺　
　
　
　
　

万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）（
（1
（

　
　
　
　
　

南
房
総
市
妙
福
寺　
　
　
　

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）

　
　
　
　
　

京
都
市
上
京
区
本
満
寺　
　

延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）（
（1
（

　
　
　
　
　

新
宿
区
法
善
寺　
　
　
　
　

江
戸
時
代
初
期
、
伝
中
正
院
日
護
作
（
（2
（

　
　
　
　
　

赤
穂
市
高
光
寺　
　
　
　
　

元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
カ

　
　
　
　
　

鎌
倉
市
安
国
論
寺　
　
　
　

江
戸
時
代
（
（2
（

　
　
　
　
　

東
大
阪
市
境
智
院　
　
　
　

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）（
（2
（

　
　
　
　
　

伊
賀
市
上
行
寺　
　
　
　
　

日
春
（
一
六
二
二
―
一
七
〇
二
）
銘
（
（2
（

　

半
跏
像　

品
川
区
本
善
寺　
　
　
　
　

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）（
（2
（

　
　
　
　
　

大
田
区
実
相
寺　
　
　
　
　

延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）（
（2
（



日
蓮
宗
寺
院
所
蔵
仏
像
の
銘
文
（
寺　

尾
）
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京
都
市
上
京
区
法
華
寺　
　

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）（
（2
（

　
　
　
　
　

江
戸
川
区
妙
覚
寺　
　
　
　

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）（
（2
（

　
　
　
　
　

品
川
区
本
善
寺　
　
　
　
　

宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）（
（2
（

　
　
　
　
　

新
宿
区
亮
朝
院　
　
　
　
　

江
戸
時
代
、
十
七
世
紀
（
（2
（

　
　
　
　
　

山
梨
県
身
延
町
久
遠
寺　
　

日
潮
（
一
六
七
四
―
一
七
四
八
）
銘
（
（3
（

　
　
　
　
　

山
梨
県
身
延
町
七
面
山　
　

江
戸
時
代
（
（3
（

　

倚　

像　

南
ア
ル
プ
ス
市
報
恩
寺　
　

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）（
（3
（

　
　
　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
市
円
覚
寺　
　

延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）（
（3
（

　
　
　
　
　

江
戸
川
区
城
立
寺　
　
　
　

延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）（
（3
（

　
　
　
　
　

鎌
倉
市
妙
本
寺　
　
　
　
　

延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）（
（3
（

　
　
　
　
　

福
山
市
妙
顕
寺　
　
　
　
　

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）（
（3
（

　
　
　
　
　

海
老
名
市
海
源
寺　
　
　
　

延
宝
年
間
（
一
六
七
三
―
八
一
）（
（3
（

　
　
　
　
　

大
阪
府
能
勢
町
真
如
寺　
　

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）

　
　
　
　
　

川
越
市
行
傳
寺　
　
　
　
　

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）（
（3
（

　
　
　
　
　

豊
岡
市
立
正
寺　
　
　
　
　

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）

　
　
　
　
　

い
す
み
市
本
顕
寺　
　
　
　

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）

　
　
　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
市
妙
了
寺　
　

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
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西
尾
市
真
正
寺　
　
　
　
　

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）（
（3
（

　
　
　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
市
妙
太
寺　
　

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）（
（4
（

　
　
　
　
　

山
梨
県
身
延
町
覚
林
坊　
　

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）（
（4
（

　
　
　
　
　

常
陸
太
田
市
久
昌
寺　
　
　

日
耀
（
一
六
三
六
―
九
七
）
銘
（
（4
（

　
　
　
　
　

山
梨
県
南
部
町
源
立
寺　
　

日
脱
（
一
六
二
六
―
九
八
）
銘
（
（4
（

　
　
　
　
　

山
梨
県
富
士
川
町
七
面
堂　

日
現
（
一
六
三
〇
―
一
七
一
七
）
銘
（
（4
（

　
　
　
　
　

山
梨
県
身
延
町
智
寂
坊　
　

日
省
（
一
六
三
七
―
一
七
二
一
）
銘
（
（4
（

　

坐　

像　

南
ア
ル
プ
ス
市
長
遠
寺　
　

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）（
（4
（

　
　
　
　
　

伊
勢
原
市
法
泉
寺　
　
　
　

元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）（
（4
（

　
　
　
　
　

江
戸
川
区
妙
泉
寺　
　
　
　

元
禄
十
七
年
（
一
七
〇
四
）（
（4
（

　

こ
こ
に
集
成
し
た
作
例
に
よ
れ
ば
、
立
像
と
共
に
半
跏
像
が
先
行
し
、
倚
像
が
次
第
に
主
流
に
な
る
様
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
坐

像
は
少
数
で
あ
り
、
立
像・

半
跏
像・

倚
像
に
遅
れ
て
出
現
す
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
坐
像
に
つ
い
て
は
、
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）

の
銘
を
持
つ
銅
製
神
像
が
七
面
大
明
神
像
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
（
（4
（

、
像
型
式
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
更
な
る
作
例
の
集
成
と
検
討

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）	

日
蓮
聖
人
坐
像
の
典
型
的
な
形
式
に
は
、
読
経
像
と
共
に
、
右
手
に
檜
扇
或
い
は
払
子
、
左
手
に
経
巻
を
持
つ
説
法
像
（
折
伏
像
と
称
す
る
場
合
も
あ
る
）

の
二
型
式
が
あ
る
。
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（
２
）	

南
ア
ル
プ
ス
市
教
育
委
員
会
編
『
祈
り
の
よ
こ
が
お

―
南
ア
ル
プ
ス
市
内
仏
像
等
悉
皆
調
査
報
告
書
』（
南
ア
ル
プ
ス
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
一
）
二

八
〇
頁・

三
九
九
頁
。

（
３
）	
池
上
本
門
寺
編
『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』（
池
上
本
門
寺
、
一
九
八
一
）
善
国
寺
の
項
に
よ
れ
ば
、
二
十
八
世
は
遠
光
院
日
雄
と
あ
り
「
青
柳
昌
福
寺
二
四
世

へ
」
と
注
記
さ
れ
る
（
三
六
七
頁
）。
同
書
昌
福
寺
の
項
で
は
二
十
四
世
遠
光
院
日
放
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
二
月
十
三
日
没
と
す
る
（
三
六
三
頁
）。

（
４
）	

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
教
育
委
員
会
編
『
身
延
山
久
遠
寺
史
料
調
査
報
告
書
』（
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
四
）
一
七
三
頁・

口

絵
写
真
（
図
版
40
）。
な
お
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
釈
迦
如
来
立
像
（
茂
原
市
藻
原
寺
所
蔵
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
藻
原
寺
宝
物
目
録

―
日
向
聖
人
第
七
〇
〇
遠
忌
』
本
山
藻
原
寺
、
二
〇
一
三
、
一
一
〇
頁・

二
二
一
頁
。
同
書
で
は
「
兵
部
衛
」
と
判
読
す
る
）、
同
三
年
（
一
六
四
六
）

釈
迦
如
来
立
像
（
南
ア
ル
プ
ス
市
経
石
寺
所
蔵
、『
祈
り
の
よ
こ
が
お

―
南
ア
ル
プ
ス
市
内
仏
像
等
悉
皆
調
査
報
告
書
』
二
八
二
頁・

四
〇
〇
頁
）
の
作

者
で
あ
る
七
条
大
仏
師
兵
部
卿
康
与
も
、
同
一
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）	

誕
生
寺
文
書
編
纂
会
編
『
誕
生
寺
文
書

―
日
蓮
聖
人
門
下
諸
寺
文
書
集
影
』（
誕
生
寺
、
一
九
九
二
）
一
六
三
頁
。

（
６
）	『
祈
り
の
よ
こ
が
お

―
南
ア
ル
プ
ス
市
内
仏
像
等
悉
皆
調
査
報
告
書
』
二
〇
六
頁・

三
六
四
頁
。

（
７
）	『
身
延
山
久
遠
寺
史
料
調
査
報
告
書
』
一
八
〇
頁・

口
絵
写
真
（
図
版
46
）。

（
８
）	

東
京
国
立
博
物
館
編
『
大
日
蓮
展

―
立
教
開
宗
750
年
記
念
』（
産
経
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
）、
中
尾
堯
他
編
『
彫
刻
』
図
説
日
蓮
聖
人
と
法
華
の
至
宝
第

四
巻
（
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、
二
〇
一
三
）
一
一
二
頁
（
浅
見
龍
介
氏
執
筆
）。
な
お
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
鎌
倉
の
日
蓮
聖
人　

中
世
人

の
信
仰
世
界　

特
別
展
』（
日
蓮
宗
神
奈
川
県
第
二
部
宗
務
所
、
二
〇
〇
九
）
で
は
、
室
町
時
代
、
十
五
世
紀
と
す
る
。

（
９
）	

坂
輪
宣
敬
『
仏
教
美
術
の
廻
廊
』（
宝
文
館
出
版
、
一
九
八
四
）、
浅
見
龍
介
「
日
蓮
聖
人
の
肖
像
彫
刻
」（『
彫
刻
』）
参
照
。

（
10
）	『
身
延
山
久
遠
寺
史
料
調
査
報
告
書
』
一
八
〇
頁
、
鈴
木
麻
里
子
「
南
ア
ル
プ
ス
市
の
仏
像
と
神
像
」（『
祈
り
の
よ
こ
が
お

―
南
ア
ル
プ
ス
市
内
仏
像
等

悉
皆
調
査
報
告
書
』）
三
二
頁
。
な
お
、『
本
朝
大
仏
師
正
統
系
図
并
末
流
』（『
墨
水
遺
稿
』
巻
第
三
収
録
に
よ
り
採
録
刊
行
本
）
の
「
康
与
」
項
に
は
「
康

正
弟
子
」「
三
位
」
と
注
記
さ
れ
る
（
久
野
健
編
『
江
戸
仏
像
図
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
四
年
）
二
九
三
頁
）。

（
11
）	

開
山
や
歴
祖
な
ど
の
高
僧
像
に
つ
い
て
は
、
淺
湫
毅
「
日
蓮
宗
寺
院
に
お
け
る
肖
像
彫
刻
の
重
要
性
」（『
彫
刻
』）
参
照
。

（
12
）	

長
谷
川
洋
一
「
近
世
仏
師
事
績
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://w

w
w

.busshi.net/search.cgi

）
に
よ
る
。

（
13
）	

七
面
大
明
神
と
そ
の
信
仰
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
英
修
『
日
蓮
宗
の
守
護
神

―
鬼
子
母
神
と
大
黒
天
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
八
）、
里
見
泰
穏
「
七
面

山
信
仰
の
形
成
」（
望
月
歓
厚
編
『
近
代
日
本
の
法
華
仏
教
』
法
華
経
研
究
Ⅱ
、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
八
）、
森
宮
義
雄
『
七
面
大
明
神
の
お
話
』（
七
面

大
明
神
奉
賛
会
、
一
九
七
二
）、
坂
本
勝
成
「
江
戸
の
七
面
信
仰

―
高
田・

亮
朝
院
の
場
合
」（『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
号
、
一
九
七
六
）、
宮
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崎
英
修
編
『
鬼
子
母
神
信
仰
』
民
衆
宗
教
史
叢
書
第
九
巻
（
雄
山
閣
、
一
九
八
五
）、
中
尾
堯
『
日
蓮
信
仰
の
系
譜
と
儀
礼
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

九
）、
望
月
真
澄
『
近
世
日
蓮
宗
の
祖
師
信
仰
と
守
護
神
信
仰
』（
平
楽
寺
書
店
、
二
〇
〇
二
）、
栗
原
啓
允
「
七
面
信
仰
伝
播
に
つ
い
て
の
一
考
案

―
新

出
の
高
岡
大
法
寺
所
蔵
絵
曼
荼
羅
を
手
が
か
り
と
し
て
」（『
日
蓮
仏
教
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
〇
九
）、
望
月
真
澄
『
身
延
山
信
仰
の
形
成
と
伝
播
』（
岩

田
書
院
、
二
〇
一
一
）
等
を
参
照
。

（
14
）	

日
秀
は
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
十
一
月
八
日
、
八
十
八
歳
で
没
。
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
編
集
委
員
会
編
『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』（
大
本
山
池
上
本
門
寺
、
一

九
八
一
）
妙
了
寺
の
項
（
三
九
六
頁
）。

（
15
）	

本
像
は
『
祈
り
の
よ
こ
が
お

―
南
ア
ル
プ
ス
市
内
仏
像
等
悉
皆
調
査
報
告
書
』
に
は
未
収
録
。

（
16
）	

宮
崎
英
修
「
鬼
子
母
神
信
仰
の
研
究
」（『
鬼
子
母
神
信
仰
』）
三
三
九
頁
。

（
17
）	

日
蓮
宗
事
典
刊
行
委
員
会
編
『
日
蓮
宗
事
典
』（
日
蓮
宗
宗
務
院
、
一
九
八
一
）
口
絵
。

（
18
）	

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
架
蔵
写
真
帳
。

（
19
）	

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
本
満
寺
宝
物
目
録
』（
本
満
寺
、
二
〇
一
〇
）
六
〇
一
七
号
。

（
20
）	

新
宿
未
来
創
造
財
団
新
宿
区
立
新
宿
歴
史
博
物
館
編
『
新
宿
の
文
化
財　

新
宿
区
文
化
財
保
護
条
例
施
行
30
周
年
記
念　

新
宿
文
化
財
ガ
イ
ド2013

』（
新

宿
未
来
創
造
財
団
新
宿
区
立
新
宿
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
三
）
七
〇
頁
。

（
21
）	

新
倉
日
立
監
修・

山
田
泰
弘
編
『
安
国
論
寺
資
料
輯

―
鎌
倉
名
越
松
葉
谷
』（
安
国
論
寺
、
一
九
九
九
）
一
九・

四
七・

二
九
八
～
三
〇
〇
頁
。
同
書
の

図
版
解
説
で
は
江
戸
前
期
作
（
一
九
頁
）、「
資
料
解
説
」
で
は
江
戸
期
も
か
な
り
早
い
時
点
で
の
造
立
か
（
二
九
九
頁
）、
と
す
る
（
何
れ
も
山
田
泰
弘
氏

執
筆
）。

（
22
）	

鬼
子
母
神
立
像
と
共
に
二
体
一
具
で
岩
座
に
安
置
さ
れ
る
。

（
23
）	

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
架
蔵
写
真
帳
。

（
24
）	『
江
戸
仏
像
図
典
』
一
六
二・

一
六
三
頁
。

（
25
）	

東
京
都
大
田
区
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
寺
社
1
』
大
田
区
史
資
料
編
（
東
京
都
大
田
区
、
一
九
八
一
）
五
七
五
頁
。
な
お
、
同
書
に
は
銘
文
が
紹
介
さ
れ

る
が
、
図
版
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
26
）	

楽
浪
文
化
財
修
理
所
編
『
文
化
財
調
査
報
告
書
』（
妙
喜
山
法
華
寺
）
一
一
～
一
二
頁
。

（
27
）	

慶
應
義
塾
大
学
紺
野
敏
文
研
究
室・

江
戸
川
区
教
育
委
員
会
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
財
係
編
『
江
戸
川
区
の
仏
像・

仏
画
』（
江
戸
川
区
教
育
委
員

会
、
二
〇
〇
四
）
四
二
〇
〇
九
号
。
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（
28
）	

品
川
区
教
育
委
員
会
編
『
品
川
の
仏
像
』（
品
川
区
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年
）
二
八
二
号
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
再
興
時
に
お
け
る
銘
文
写

は
、
宝
永
三
年
を
寛
永
三
年
に
誤
る
。

（
29
）	『
彫
刻
』
一
六
二
頁
。

（
30
）	『
身
延
山
久
遠
寺
史
料
調
査
報
告
書
』
一
四
七
頁
。
な
お
、
同
書
に
は
銘
文
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
図
版
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
31
）	『
身
延
山
久
遠
寺
史
料
調
査
報
告
書
』
一
八
四
頁・

図
版
54
。

（
32
）	『
祈
り
の
よ
こ
が
お

―
南
ア
ル
プ
ス
市
内
仏
像
等
悉
皆
調
査
報
告
書
』
二
七
五
頁・

三
九
六
～
三
九
七
頁
。

（
33
）	『
祈
り
の
よ
こ
が
お

―
南
ア
ル
プ
ス
市
内
仏
像
等
悉
皆
調
査
報
告
書
』
九
五
頁・

三
一
〇
頁
。

（
34
）	『
江
戸
川
区
の
仏
像・
仏
画
』
二
二
〇
一
二
号
。

（
35
）	『
江
戸
仏
像
図
典
』
一
六
二
頁
。

（
36
）	

寺
尾
英
智
編
『
西
龍
華
妙
性
山
妙
顕
寺
寺
宝
集
成
』（
赤
星
龍
憲
、
二
〇
一
三
）
一
〇
六
頁
。

（
37
）	

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
七
月
七
日
付
日
完
「
七
面
大
明
神
略
縁
起
」（
海
源
寺
文
書
）。

（
38
）	

東
京
都
大
田
区
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
寺
社
2
』
大
田
区
史
資
料
編
（
東
京
都
大
田
区
、
一
九
八
三
）
六
九
八
頁
。

（
39
）	

望
月
真
澄
編
『
一
圓
院
日
脱
上
人
遺
芳
』（
日
蓮
宗
脱
師
法
縁
、
一
九
九
八
）
二
二
三
頁
。

（
40
）	『
祈
り
の
よ
こ
が
お

―
南
ア
ル
プ
ス
市
内
仏
像
等
悉
皆
調
査
報
告
書
』
二
六
九
頁・

三
九
三
頁
。

（
41
）	『
身
延
山
久
遠
寺
史
料
調
査
報
告
書
』
一
五
三
頁・
図
版
12
。

（
42
）	

佐
々
博
史
編・

石
川
泰
道
監
修
『
久
昌
寺
文
書
』（
本
山
久
昌
寺
、
一
九
九
七
）
一
三
七
頁
。

（
43
）	『
一
圓
院
日
脱
上
人
遺
芳
』
二
二
四
頁
。

（
44
）	

富
士
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.tow
n.fujikaw

a.yam
anashi.jp/kanko/m

eisho/bunkazai.htm
l

）。

（
45
）	『
身
延
山
久
遠
寺
史
料
調
査
報
告
書
』
一
六
八
頁・

図
版
31
。

（
46
）	『
祈
り
の
よ
こ
が
お

―
南
ア
ル
プ
ス
市
内
仏
像
等
悉
皆
調
査
報
告
書
』
一
六
四
頁・

三
四
五
頁
。

（
47
）	

伊
勢
原
市
教
育
委
員
会
編
『
伊
勢
原
の
仏
像

―
仏
像
等
彫
刻
調
査
報
告
書
』（
伊
勢
原
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
）
二
四
五
号
。

（
48
）	『
江
戸
川
区
の
仏
像・

仏
画
』
二
三
〇
〇
七
号
。

（
49
）	『
身
延
山
久
遠
寺
史
料
調
査
報
告
書
』
一
四
九
頁・

図
版
７
。
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〈
謝
辞
〉�

銘
文
の
調
査
に
当
た
り
、
修
理
を
指
導
し
た
柳
本
伊
左
雄
教
授
、
並
び
に
修
理
を
担
当
し
た
森
田
信
弘・

依
田
司
の
両
氏
に
ご
高
配
を
頂
い
た
。
記
し

て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
七
面
大
明
神
像
、
日
蓮
聖
人
像
、
日
祝
上
人
像


